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おわりに

　小平の地に人が住み始めたのは、今から 3 万年

以上前の旧石器時代です。当時は、鈴木小学校の

グラウンドには石神井川の源流がとうとうと流れ

ていました。その源流を取り囲むように人々が残

したたくさんの石器類が発見されています。今よ

り6，7 ℃も気温が低く寒い気候だったようですが、

知恵を駆使し、工夫しながら道具を手作りして暮

らしていました。

　その後、川の源流は移動して水が途絶え、小平

は人が住めないススキの原になります。小平に再

び人が定着するのは江戸時代。江戸の飲料水を確

保するために、1653 年に玉川上水が開削されて、

玉川上水から分水した用水路が次々と掘られ、小

平のあちこちで新田開発が行われました。小平で

の人々の暮らしは、物を粗末にしないですべてを

循環させるリサイクル社会でした。

　先人達のように、物をとことん大切にする暮ら

しは、現代の私たちの暮らしにたくさんのヒント

を与えてくれます。この冊子には、環境にやさし

いだけでなく、暮らしのいろいろな場面にも役立

つヒントをまとめました。ものを大切にしながら、

自分自身も大切に、無理なく小平流エコライフを

楽しんでいただければ幸いです。
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